
気象衛星センター　技術報告　第28号　1994年３月

　　　　　　　ⅥSSR画像データの利用促進のために

　　　ーデータ提供範囲の多様化と利用ソフトウェアの強化－

　　For the stimulation on efficientusage ｏｆVISSR image data

― The offer of the image data set produced in flexisibleregion size

　and of the advanced software program for utilizingthe data －

佐々木　勝＊　　中村　和信＊

Masaru Sasaki and Kazunobu Nakamura

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　Software programs for producing the image data set and for utilizationof the data set

were improved in order to promote the efficientusage of VISSR image data.

　By means of the new sampling program added to the existing one,the image data setis

able to produce in arbitraryregion by the input of suitablesampling rate.

　Software program that can execute the long term loop-movie on personal computer using

satelliteimage data saved on floppy disk is developed.

　This program can execute the movie composed ofａgood many images by expanding ａ

memory capacity of personal computer. Also,it has several functions;displaying

stepwise,image enhancement,etc.

　This report describes these functions,operationsand usage in research.

１　はじめに

　気象衛星センターは、ＧＭＳおよびＮＯＡＡの画

像データを各官署にあるパソコンで手軽に取り

扱えるように、フロッピーディスクにデータを

格納して1988年から提供している。提供データの

範囲は、1画面が緯経度10°×10゜あるいは5°×5°

(ただし赤外の場合は10°×10°のみ)であり、オリ

ジナルに近い解像度でＣＲＴ画面に表示できる。

データの詳細は変換プログラムを作成した関

根・内藤(1989)に説明されているので参照され

たい。

　当システムはデータ処理課で開発したもので、

その運用も当課が担当している。現在、提供し

ているデータの量は、年間100～300画面程度

で、ここ数年は全国予報技術検討会資料作成の

゛気象衛星センター　データ処理課

(1993年11月30日受領，1994年2月22日受理)

-

ための利用が目立っている。

　このフロッピーディスクで配布しているⅥSSR

画像は、衛星センターとしては利用者からの依

頼に応じて切り出しデータ作成処理までを行い、

そのデータを表示あるいは利用するためのソフ

トは、基本的には利用者側で自由に作成しても

らうという立場をとっているので、データ検証

のためなど最少限必要なソフトを除いては、デ

ータのみの提供に止めている。しかし最近は、

データ利用者側から、汎用性の高い画像データ

利用ソフトの提供を要望する声も聞かれるよう

になり、また提供者側としても画像データの利

用促進を図るという意図もあって検討した結果、

データ提供領域の多様化と画像データ利用ソフ

トウェアの強化を手掛けることとした。
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　画像データ利用ソフトの強化策として、第一　　プレイに円形に近い画像を表示することになり、

に動画機能を取り上げた。それは、現象の推移　相当のデータサンプリングが必要となる。その

を直接視覚的に把握し易く、将来的に、雲の移　　ため解像度と見易さの面では劣るが、実際に表

動から大規模スケールの波動まで、メソ気象解　示した結果、少人数が卓上で使う分には充分利

析から気候診断に及ぶ広範囲の用途に役立つ各　用可能であり、長短比較すると利点の方が逞か

種機能を盛り込めることが理由である。　　　　　　に大きいことが分かった。

　例えば動画機能の利用分野として、時間スケ

ールの極端に異なる、メソ天気系の解析と熱帯　　２　データ提供領域の多様化

の季節内変動など大規模場の解析の二つを想定

してみる。前者は、赤外データのオリジナルに　　　従来、パソコンで利用できるＧＭＳ赤外画像デ

近い解像度で提供できる範囲である10°×10°　　－タの提供は10°×10゜の範囲に固定されていた

が、現在本庁と全国の予報官署で進められてい　　が、前節で述べたようなメソ気象解析から気候

るメソ量的予報の開発に適した範囲であり、１時　診断に及ぶいろいろなスケールの現象解析を目

間という時間分解能と併せてその作業に役立つ　　的としたデータ提供要請に柔軟に対応できるよ

と考えられる。後者は、次節で述べるようにデ　　うに、当センターの大型計算機で動作するサン

ータ提供領域を拡大することで、長期予報で重　　プリング・プログラムを間発した。このプログ

視される季節内変動や天候状況をきめ細かく提　　ラムは、オリジナルのⅥSSR画像データから任意

えたり、その結果をまとめる際に有効な資料に　　の範囲の切り出し画像データを作成することが

なるであろうと考えられる。　　　　　　　　　　　可能である。フロッピーディスク上の既成の八

　次にＶＴＲとパソコン動画を比較してみる。現　　ソコン用表示プログラムが利用できるように、

在、気象衛星センターは、毎時の円形画像を　　ファイル・フォーマットを従来提供しているも

ＶＴＲテープに編集して、予報部に毎月提供して　　のと同一にしている。ただし、10°×10°の範囲

いる。長期予報課では、毎月開催される気候診　の画像切り出しプログラムのような正方座標に

断会議で大型画面に表示して、熱帯の季節内変　座標変換を行うものではなく、簡単なサンプリ

動、日本やその他の地域の天候状況の把握に利　　ングによってデータを作成しているので、位置

用している。確かにＶＴＲ動画は画面を大型化で　情報の精度はやや劣る。そのため、今のところ

きることもあって、多数の人が参加する会議で　　はプラネタリー規模から総観規模程度の細かな

の説明用あるいは検討用資料としては有効であ　　位置精度が要求されないような現象での利用が

るが、個々の人がそれぞれ異なる目的に応じて　想定される。もちろん、ナビゲーション情報を

見たり、結果をまとめたりする場合には、やや　反映した精度の高いデータ作成が目標ではある

小回りが効かないきらいがある。その点、パソ　　が、現時点では処理時間がかかり過ぎるなどの

コンの動画には、簡単な編集により画面の時間　難点がある。将来、アルゴリズムの改良でこの

間隔が変えられること、１コマずつの扱いが容　機能の付加が可能になれば、中間規模の解析な

易であること、階調変換により画像強調が可能　　どさらに利用できる範囲が広がるものと考えら

であることなどから対象とする現象に焦点を合　れる。

わせ易く、また卓上で手軽に使えるという利点、

更に将来の機能拡張がやり易いという利点があ

る。気候診断の場合は、小さなパソコンディス
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３　画像データ利用ソフトウェアの強化

　前にも述べたように、現在当課からフロッピ

ーディスクで提供している画像データは、各官

署で普及しているパーソナルコンピュータで衛

星の画像データが扱えるように、MS － DOS フ

ァイル形式で作成されたものである。データに

添付して提供している利用プログラムはPC -

9800シリーズで動作するもので、白黒階調また

は疑似カラーによる画面表示、指定点の緯経度

や輝度(ＴＢＢ値)の表示、および4画面までの動画

表示機能である。各官署ではこの他に必要な機

（1）画像表示速度を上げるために、

　・階調表示は８階調が基本

　・画像表示ルーチンをアセンブラでコーディ

　　ング

（2）動画の画像数をできるだけ多くするために、

　・拡張メモリを使用可能なユーザに対しては、

　　XMS (extended Memory Specification)をサポ

能を独自に作成して利用していると考えられる。　（3）

その場合、提供データのフォーマットに合わせ

たプログラムの筈であるから、データフォーマ

ットの変更は避けなければならない。従って、

現行の提供データに添付している利用プログラ

ムに、独立していくつかの機能を付加すること

にした。

付加する機能としては、

緯経度線表示

地形線表示

多画面動画

部分拡大

雲域の移動距離と速度算出

指定領域内の平均輝度など統計量算出

　などが想定されるところである。今回はプロ

グラムの複雑化を避けるために前３項目、特に

動画機能の強化に重点を置いた。しかしことは

そう簡単ではない。例えば画面の切り換えにか

なりの速さが要求されるので、データ転送速度

に見合うように元の大量の画像データからデー

タ量を減らさねばならないが、あまり減らし過

　－トし、EMB (Extended Memory Block )に

　画像データの格納エリアを確保

・画像データを圧縮して格納(データ内容に

　よるが大体10～40画像、ＸＭＳ版では20～

　80画像／Ｍバイト)

　容易な操作が可能な

　ユーザインタフェースとして、

・データドライブ選択、データファイル選択、

　動画画像選択、オプション設定を簡易テキ

　ストウィンドウのメニュー形式で実行

・各機能をファンクションキーの押下によっ

　て実行

（4）画像の認識性を高めるために、

　・雲画像と緯経度線・海岸線などの合成

　なお画像データの圧縮方式は、画像メモリデ

ータの同一コードが連続する場合にそのコード

と反復回数とを組み合わせた、一種のランレン

グス方式である。圧縮率はあまり良くないが圧

縮・展開が早いので採用した。

　雲画像と緯経度線・海岸線などの合成は、雲

の部分とそうでない部分とで線が反転表示する

ように、排他的論理和をとって行った。

４　プログラムの説明と出力例

ぎて利用に支障があってはならないし、また動　　４．１　機能動作概要

画としてはある程度の画面数が必要なので全体

のデータ量に留意しなければならないなどの条

件がある。これらの条件、操作性および画像の

見易さを考慮し、次のように仕様を決めた。

　既存のＧＭＳ赤外切り出し画像(10゜×10°)や赤

道城を重視したＧＭＳ赤外切り出し画像(北緯50°

～南緯50°)を白黒８階調または疑似カラー８色
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(白黒16階調または疑似カラー16色を選択可)、

任意の速度、および任意の画像間隔で動画表示

させることができる。また、手動で画像を正逆

方向にコマ送りすることも可能である。その際、

緯経度線や海岸線(海岸線と県境線からなるこの

地図データファイルの作成プログラムは別途用

意してあり、ファイル・フォーマットはTable.l

参照)を付加することも可能である。

　フロッピーディスクに格納されたＧＭＳ赤外切

り出し画像データはオリジナル階調(256階調)

であり、上限・下限を任意に設定した温度範囲

の中を６等分して８階調(または14等分して16

階調)に変換する。これにより特定の狭い温度範

囲をより詳しく表示させることができる。

　当処理において動画を行うためには、あらか

じめ動両用の画像をメモリ上に登録する必要が

ある。登録処理の流れをFig.1-1に示す。次に、

登録された画像の表示および動画を行う処理を

実行させる。表示処理の流れをFig.1-2に示す。

　開発言語ソフトとして、Turbo C 2.0士Turbo

Assembler 2.0を使用した。

　　　Table ｌ Filecontentsof map image data.

バイト位置 項　目 内　　容 型

１ 識別 ‘GMSMAP　　　’ 文字

　９

　Ｓ

１６

範囲 北端緯度（×１ ００）

南端緯度（×１ ００）

西端経度（×１００）

東端経度（×１００）

整数

　　　１７

　　　　　Ｓ

12 6 16

データ ＶＲＡＭイメージ

　　５００ピクセル

　　×２００ライン

文字

12 6 17

　　　　Ｓ

12 8 0 0

ダミー 不定 文字

－36－

Fig.1 -I Flow chart of storing image data.
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(4)メモリ　　　　：本体メモリ640キロバイ

　　　　　　　　　ト以上

(5)ディスクドライブ：１台以上

叫)ディスプレイ　　：アナログRGB

(7)OS　　　　　　　:MS－ＤＯＳバージョン2.0

　　　　　　　　　以上

　なお、ＸＭＳ対応版の場合は、次の条件が必須

である。

　(1)ＣＰＵ　　　　　:i80286以上

　　　　　　　　　　表示速度の点からi 80386

　　　　　　　　　　以上が望ましい。

　(3)メモリ　　　　　：プロテクトメモリ１メガ

　　　　　　　　　　バイト以上

　(3)0S　　　　　　: MS －ＤＯＳバージョン3.1

　　　　　　　　　　以上

　(4)XMSドライバ　：バージョン2.0以上

４。３　操作方法

　　　　Fig.1'2 Flow chart of displaying image data.

4.2　動作環境

　本プログラムの動作環境としては、次の条件

が必須である。

　(1)データ　　　　:ＧＭＳ赤外切り出し画像

　　　　　　　　　　(ファイル・フォーマット

　　　　　　　　　　は参考文献参照)

　(3)本体　　　　　:NEC　ＰＣ－9800シリ

　　　　　　　　　　ーズ(ハイレゾや初期機

　　　　　　　　　　種は除く)

　　　　　　　　　　または互換機

　(3)CPU　　　　　: V30 以上

　　　　　　　　　　表示速度の点からi 80386

　　　　　　　　　　以上が望ましい。

(1)プログラムの起動

　コマンドラインにおいて、以下のコマンド

を人力すると８階調モードで起動する。

？＞ＧＭＳＬＰ　または　？＞ＧＭＳＬＰＸ(ＸＭＳ版)

　16階調モードで起動する場合は、以下のよ

うに入力する。

？＞ＧＭＳＬＰ　－Ａ　または　？＞ＧＭＳＬＰＸ
　　一

一Ａ(ＸＭＳ版)

(3)表示画像の設定(Fig.2参照)

　f･ 9キーでオプション設定のメニューウィ

ンドウが開く。画像表示色の指定、拡張名の

選択、緯経度線の表示、地図の表示、および

階調変換時の上限温度・下限温度の設定を行

う。

　上限温度・下限温度の変更は画像データの

登録時のみ有効であるため、変更する必要が

あれば登録前にここで行なう。上限温度20.0
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゜Ｃ、下限温度-35.0°Ｃが既定値となっている。

(3)画像データ・地図データの準備

　中央ウィンドウ内にサブディレクトリ名ま

たはファイル名が表示される。拡張名が

[.DAT]のデータファイルを田圃キーで選択

し、リターンキーで決定する。その画像が表

示され、画像データが登録される。

　データファイルの拡張名が[.ＭＡＰ]のもの

は地図データである。これは１種類のみ登録

できる。

　目的のデータファイルがサブディレクトリ

刊ﾆある場合は、該当のディレクトリを田庄]

キーで選択し、リターンキーで決定する。階

層下のファイル名が表示される。

　また、ＧＭＳデータファイルの拡張名は

[.DAT]が既定値となっているが、この拡張

名以外のデータを登録する場合には、前項の

オプション設定でこれを無視させて全てのフ

ァイル名を対象とすることができる。

　複数の画像データを一括登録する場合は、

中央ウィンドウ内のファイルを田圧]

キーで選択、スペースキーで複数のファイル

にマークする。｢ｙ‾‾司キーでそれら画像データ

が一括登録される。｢ド刃キーで全ファイルを

マークすることもできる。

(4)画像データの表示

　動画範囲は、既定値では最小画像番号から

最大画像番号となっている。これを変更する

場合は、中央ウィンドウで日キーの押下によ

って右ウィンドウに移り、画像番号を田口]キ

ーで選択し、圈キーで動画開始画像、匡]キー

で動画終了画像を指定する。｢戸コキーで画

像の動画(自動動画モード)が開始される。

　自動動画モード中では、以下のキーが有効

である。

｢四

回～圈

スペース

：データファイルの選択メ

　ニューヘ戻る。

：動画の速度選択(回が最

　高速)

：画面が停止し、手動動画

　表示へ移行する。

　手動動画モード中では、以下のキーが有効

である。

[ぼ]

回,囲

工江]

田～国

｢庄田

｢西洋百屈

：データファイルの選択メ

　ニューヘ戻る。

：コマ送り(画像番号の増

　減は１に固定)

：コマ送り(画像番号の増

　減は設定値)

：画像番号の増減量

：白黒８階調／カラー表示

　の切替え

：緯経度線の表示／非表示

の切替え

｢俎獣し一班聯亙有罪　：地図の表示／非

　　　　　　　　表示の切替え(つ

リターン　　　：自動動画モードヘ移行す

　　　　　　　　る。

(゛)赤道域を重視したＧＭＳ赤外切り出し画像

のような座標変換無しのデータの場合は、

地図データは合成されない。

(5)登録画像の消去

　｢ド｣]キーで編集画面に移る。日日キー

で消去したい画像を選択し、卸田キーで消去

する。[ESぐ1キーでデータファイルの選択メニ

ューヘ戻る。

　また、データ・ファイルの選択メニュー中、

[ドコ]キーで全画像を一括消去できる。

38
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Fig.2InitialPanel.

Leftwindow shows the disk drives usable in the system.

Central outer window shows the data filenames and

inner one is the optionalmenu. Right one shows the

number and time(or date) ofimage data.

４

Fig.3 GMS-4 1R image displayed in pseudo-color near Japan at 05UT 14 August,1990.

４　出力例

　Fig.3は1990年８月14日05 UTの赤外画像であ

る。本州およびその南東海上を切り出し、疑似

カラーで示した。この日は、太平洋高気圧の縁

辺に沿って暖湿気流が流人して、西日本から東

北にかけて不安定な天気となった。図では、愛

知・静岡県境と栃木・福島県境に発達した積乱

雲が見られ、カラー階調から見ると-34.6゜Ｃより

低温である。

　図の右下部の青色は、高気圧縁辺部の下層雲

(図中▲印)で、図示できないが動画で見ると時

間と共に北上してくるのが分かる。

　さて、Fig.4は同日05UTと07UTの画像を重ね

たものである。動画を参考にしてこの間の変化

を観ると、１は06 UT以降に発達して北上中の積

乱雲、２は05 UT以降に衰弱した。積乱雲３と４

はそれぞれ05 UTと07 UTの画像で見られるもの
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Fi9.4０verlapped IR image using at 05UT and 07UT ones on １４August,1990.

Fig.5 Globa目Ｒ image for the diagnosis of convective activityin the tropics at 18UT ２０December,1992.

　　　The verticaldotted line shows 140E in longitude and the horizontal one shows the equator.
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で、この２時間に東進しながら発連したことが

分かる。これらの動きは当該時刻の画像を詳細

に比較すれば得られることではあるが、動画の

場合は最初から最後の画像まで一連の表示に現

れる雲域全体の動きの中で、個々の雲の動き、

周囲との関連性が人間のパターン認識能力を通

じて明確になるという利点がある。そのことに

よって、解析作業に有益な示唆が得られるので

はないかと考えられる。

　Fig.5は、1992年12月20日18 UTの赤道域を

中心とする南北50゜のほぼ円形の画像である。

画面に全体を収めるためにかなり低率の画素サ

ンプリングをしているが、充分に熱帯の対流活

動の分布を示しているのが分かる。３時間おき

の画像を連ねて10日間位の動画を作成したとこ

ろ、季節内変動に伴う対流活発域の移動を見る

ことができた。また、日本周辺で偏西風帯の擾

乱の移動も観察でき、天候診断にも利用できそ

うである。

５　あとがき

　今回拡張を図った各種の機能は、各官署にお

けるメソ天気系モデルの構築に対し、視覚的な

面からのアプローチをサポートできるものと考

えている。この後さらに雲の移動距離、移動速

度算出の機能を追加すれば、定量的取り扱いが

可能になるものと期待される。

　一方、熱帯に焦点を当てた動画は、現在すで

にＶＴＲテープに収めた毎時の円形画像が長期予

報の現場で使われていること、またＶＴＲテープ

の迫力ある大画面に比べてパソコンのディスプ

レイはいかにも小さいという事情があり、気候

診断などへの利用がどうなるかは今のところ明

確ではないが、少数の関係者に示したところで

は好意的な反応が得られたところである。

　いずれにしても今回の改良作業は、全体計画

の中の基礎部分に当たるところであり、今後は

－41

これに積み増す部分を作成する必要がある。当

面の目標としては雲域の移動距離と速度の算出、

指定領域内の統計量算出が考えられる。

　なお、ⅥSSRデータ切り出し画像は、現在はフ

ロッピーディスクに格納して利用者に提供され

ているが、今回のソフト改良によって動画の画

像枚数を従来の最大４枚から大幅に増やすこと

ができるようになったため、それを利用しよう

とするユーザから提供要請される画像枚数が今

後増えるであろうことは、充分予想される。従

って、従来のフロッピーディスクに加えて例え

ば3.5インチ光磁気ディスクのような手軽な高密

度メディアを用いて提供する方法も検討する必

要があると考えている。これらの点については、

ソフトウェアの提供方法も含めて現在検討中で

あり、できるだけ早い時期に整備したいと考え

ている。
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